
札幌市立大学年度計画における主な変更点（2019 年度 ⇒ 2020 年度） 

項目番号 変更点 理由等 

NO.10 

（新） 

〇2020 年４月に運用が開始される修学支援新制度に

係る授業料の減額免除を実施する。 

＜成果指標＞ 

授業料減額免除基準に該当する学生のうち、経済的

理由による退学者：なし 

国による新減免制度が

2020 年度から開始される

ことから、その対応につい

て明記するもの 

NO.11 

（改） 

〇キャンパス施設のバリアフリー化に係る整備状況

等を踏まえ、「キャンパスの活用等に関するプラン」に

おける年次別整備計画（2020 年度以降）を見直し、順

次整備を行う。 

〇あらゆる差別の解消に向け、障害者やＬＧＢＴＱ等

について、教職員や学生に対する啓発・研修等を実施

する。 

「キャンパスの活用等に関

するプラン」に係る 2020 年

度の取組に更新 

中期計画に掲げる「障がい

を理由とする差別の解消」

に係る取組に加え、社会的

動向を踏まえた差別解消に

係る取組に拡充 

NO.17 

（改） 

＜成果指標＞ 

（2019 年度） 

科学研究費助成事業への新規申請：対象教員の 50％ 

（2020 年度） 

科学研究費助成事業への新規申請：対象教員の 79％ 

直近の実績等を参考に指標

を上方修正 

NO.29 

（改） 

＜成果指標＞ 

（2019 年度） 

公式ウェブサイトへのアクセス：305,000 件 

（2020 年度） 

公式ウェブサイトへのアクセス：315,000 件 

直近の実績等を参考に、指

標を上方修正 

NO.36 

（改） 

＜成果指標＞ 

（2019 年度） 

職員を対象とした SD 研修の受講：延べ 35 人/年 

（2020 年度） 

職員を対象とした SD 研修の受講：延べ 100 人/年 

直近の実績等を参考に、指

標を上方修正 
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NO.37 

（新） 

〇2023 年度の認証評価受審に向け、認証評価機関の

選定に係る情報収集を行う。 

＜成果指標＞ 

 認証評価に係る説明会への参加：2回以上 

認証評価受審に向けた取組

を開始 

2019 年度に（一社）公立大

学協会が設立した新たな認

証評価機関との比較検討を

進める。 

NO.41 

（改） 

〇保全計画に基づき、芸術の森キャンパス D・G・H

棟ほか衛生設備更新工事、芸術の森キャンパススカ

イウェイ屋上防水工事、芸術の森キャンパス図書 

館・Ｅ棟ほか空調・衛生設備更新工事実施設計を適

正に実施する。 

保全計画に定める 2020 年

度の工事・実施設計の内容

に更新 

NO.42 

（改） 

〇防災訓練の実施を通じて学生や教職員等の防災意

識を高め、学生や教職員等の安全を確保する体制の

強化を図る。 

〇全学的な危機管理体制の検証・見直しを行う。避

難経路を確保するために必要な校舎周辺の整備や、

対策本部体制等の見直し等、可能なものから検討を

進める。 

胆振東部地震、新型コロナ

ウィルスの発生を受け、大

学の危機管理について強化

を図るもの 

NO.47 

（新） 

〇2020 年度から実施する本学の入学者選抜試験

（2021 年度入試）を円滑に実施する。 

＜成果指標＞ 

 新テストに対応した入学者選抜試験の円滑な実施 

国の大学入学者選抜改革に

応じた取組に更新 


